
平成22年国勢調査 速報人口の概要
（要計表による奈良県の人口と世帯）

平成22年10月1日現在で実施した「平成22年国勢調査 （第19回目）の奈良県における」

人口と世帯数（速報）は次のとおりです。

人口は１，３９９，９７８人、世帯数は５２３，２８０世帯でした。

前回の平成17年国勢調査と比べて人口は２１，３３２人減少、世帯は２０，２１２

世帯増加しました。

○人口 １，３９９，９７８人 （１，４２１，３１０人）*

［前回比 １．５％減：２１，３３２人減］

○世帯数 ５２３，２８０世帯 （５０３，０６８世帯）*

［前回比 ４．０％増：２０，２１２世帯増］

○１世帯あたり人員 ２．６８人 （２．８３人）*

（ ）は前回平成17年10月1日調査結果*

○市町村別人口は、４市２町で増加、８市１３町１２村で減少

【利用上の注意】

１ 当速報人口は、要計表（調査区ごとに人口や世帯数をとりまとめた一覧表）に基づく人口及

び世帯数であり、平成 年 月に総務省統計局が公表予定の「調査票による集計結果（確定23 10
人口 」と異なる場合がある。）

２ 数字の単位未満は、四捨五入しているため合計の数字と内訳が一致しない場合がある。

1 奈良市 ▲3,574 野迫川村 ▲29.7

2 宇陀市 ▲2,950 黒滝村 ▲21.8

3 五條市 ▲2,926 川上村 ▲19.7

4 大和郡山市 ▲2,880 東吉野村 ▲17.8

5 大和高田市 ▲2,342 上北山村 ▲14.8

順位
人口が減少した上位５市町村（対平成17年国勢調査）

減少数（人）による順位 減少率（％）による順位

調査年 人口（人）
対前回調査比

（人）
人　口
増減率

世帯数（世帯）
対前回調査比

（世帯）
世帯数
増減率

1世帯
あたり人員

（人）

平成22年 1,399,978 ▲21,332 ▲1.5% 523,280 20,212 +4.0% 2.68

平成17年 1,421,310 ▲21,485 ▲1.5% 503,068 16,172 +3.3% 2.83

平成12年 1,442,795 11,933 +0.8% 486,896 30,047 +6.6% 2.96

1 香芝市 4,216 香芝市 5.9

2 生駒市 4,201 生駒市 3.7

3 葛城市 871 葛城市 2.5

4 橿原市 845 三郷町 1.7

5 三郷町 384 広陵町 0.7

6 広陵町 245 橿原市 0.7

増加数（人）による順位 増加率（％）による順位

人口が増加した市町村（対平成17年国勢調査）
順位



平成22年国勢調査結果速報
（要計表による奈良県の人口と世帯）
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奈良県総務部知事公室統計課

平成23年2月
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１ 奈良県の人口及び世帯数（平成22年国勢調査速報集計による）

○人口は平成12年調査をピークに減少し、140万人を割り込む

22 10 1 1,399,978 17 21,332平成 年 月 日現在の奈良県の人口は 人で 前回 平成 年 調査に比べ、 、 （ ）

人（▲ ％）減少した。1.5
平成 年調査（ 人）をピークに減少に転じ、今回の調査では 万人を割り込んだ。12 1,442,795 140

○世帯数は昭和30年調査以降増加を続けている

22 10 1 523,280 17 20,212平成 年 月 日現在の奈良県の世帯数は 世帯で 前回 平成 年 調査に比べ、 、 （ ）

世帯（ ％）増加し、昭和 年調査以降増加を続けている。また、 世帯当たり人員は、 人4.0 30 1 2.68
で前回（平成 年）調査に比べ 人減少し、昭和 年調査以降減少を続けている。17 0.15 35

図１　奈良県の人口及び人口増減率の推移
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図２　奈良県の世帯数及び１世帯当たり人員の推移
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２ 市町村の人口及び世帯数（平成22年国勢調査速報集計による）

○市町村別人口は、4市2町で増加し、8市13町12村で減少

○人口増加数、人口増減率ともに香芝市が１位

前回（平成 年）調査に比べて人口が増加したのは 市 町、減少したのは 市 町 村であ17 4 2 8 13 12
った。

人口増加数が最も多いのは香芝市（ 人）で、生駒市（ 人 、葛城市（ 人）と続いて4,216 4,201 871）

3,574 2,950 2,926いる 一方 人口減少数が最も多いのは奈良市 ▲ 人 で 宇陀市 ▲ 人 五條市 ▲。 、 （ ） 、 （ ）、 （

人）と続いている。

増減率をみると、最も高いのは香芝市（ ％ 、生駒市（ ％ 、葛城市（ ％）の順で、+5.9 +3.7 +2.5） ）

（ ）、 （ ）、 （ ） 。最も低いのは野迫川村 ▲ ％ 黒滝村 ▲ ％ 川上村 ▲ ％ の順となっている29.7 21.8 19.7

図４　市町村別人口増減率
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○1世帯当たり人員は、山添村が3.42人で最も多い

、 （ ） 、 （ ）、市町村別に 世帯当たりの人員をみると 最も多いのは山添村 人 で 明日香村 人1 3.42 3.27
（ ） 。 、 （ ） 、 （ ）、広陵町 人 と続いている 一方 最も少ないのは下北山村 人 で 上北山村 人3.14 1.86 1.89

川上村（ 人）と続いている。2.09

○人口密度は、大和高田市が4,151.5人／Km で最も高い2

市町村別の人口密度をみると、最も高いのは大和高田市（ 人）で、上牧町（ 人 、橿4151.5 3860.1 ）

原市（ 人）と続いている。一方、最も低いのは上北山村（ 人）で、野迫川村（ 人 、川3177.5 2.5 3.4 ）

上村（ 人）と続いている。6.1

図６　市町村別人口密度

31
77
.5

22
36
.9

22
16
.8

20
80
.4

20
24
.2

19
43
.3

18
29
.3

18
28
.3

15
20
.7

14
56
.9

13
24
.0

10
63
.0

82
4.
8

80
0.
3

60
8.
0

50
3.
8

50
0.
0

37
9.
3

29
6.
9

24
3.
8

13
8.
2

11
8.
0

11
3.
2

90
.3

61
.7

39
.6

26
.4

17
.6

16
.3

8.
9

7.
8

6.
1

6.
1

3.
4

2.
5

31
66
.3

31
04
.2

26
64
.3

41
51
.5

38
60
.1

0

1,400

2,800

4,200

大

和

高

田

市

上

牧

町

橿

原

市

王

寺

町

香

芝

市

三

郷

町

河

合

町

生

駒

市

大

和

郡

山

市

広

陵

町

斑

鳩

町

安

堵

町

三

宅

町

田

原

本

町

川

西

町

奈

良

市

葛

城

市

平

群

町

天

理

市

桜

井

市

大

淀

町

御

所

市

奈

良

県

平

均

高

取

町

明

日

香

村

宇

陀

市

五

條

市

下

市

町

吉

野

町

山

添

村

曽

爾

村

御

杖

村

黒

滝

村

東

吉

野

村

天

川

村

下

北

山

村

十

津

川

村

川

上

村

野

迫

川

村

上

北

山

村

（人／ �）

図５　市町村別の1世帯当たり人員
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増減数 増減率 増減数 増減率

大正　９年 564,607 - - 113,178 - - 4.99 151.4

大正１４年 583,828 19,221 3.4 116,623 3,445 3.0 5.01 156.5

昭和　５年 596,225 12,397 2.1 120,297 3,674 3.2 4.96 161.6

昭和１０年 620,471 24,246 4.1 122,531 2,234 1.9 5.06 168.2

昭和１５年 620,509 38 0.0 124,775 2,244 1.8 4.97 168.2

昭和２２年 779,935 159,426 25.7 162,760 37,985 30.4 4.79 211.4

昭和２５年 763,883 ▲ 16,052 ▲ 2.1 157,102 ▲ 5,658 ▲ 3.5 4.86 207.1

昭和３０年 776,861 12,978 1.7 158,643 1,541 1.0 4.90 210.4

昭和３５年 781,058 4,197 0.5 167,650 9,007 5.7 4.66 211.5

昭和４０年 825,965 44,907 5.7 191,911 24,261 14.5 4.30 223.7

昭和４５年 930,160 104,195 12.6 233,258 41,347 21.5 3.99 251.9

昭和５０年 1,077,491 147,331 15.8 285,785 52,527 22.5 3.77 291.8

昭和５５年 1,209,365 131,874 12.2 340,335 54,550 19.1 3.55 327.6

昭和６０年 1,304,866 95,501 7.9 375,311 34,976 10.3 3.48 353.4

平成　２年 1,375,481 70,615 5.4 413,323 38,012 10.1 3.33 372.7

平成　７年 1,430,862 55,381 4.0 456,849 43,526 10.5 3.13 387.7

平成１２年 1,442,795 11,933 0.8 486,896 30,047 6.6 2.96 390.9

平成１７年 1,421,310 ▲ 21,485 ▲ 1.5 503,068 16,172 3.3 2.83 385.1

平成２２年 1,399,978 ▲ 21,332 ▲ 1.5 523,280 20,212 4.0 2.68 379.3

　　一般世帯・・・住居と生計を共にしている人の集まり又は一戸を構えて住んでいる単身者など。
　　施設等の世帯・・・寄宿舎の学生・生徒、病院・療養所の入院者、社会施設の入所者など。

　　普通世帯・・・間借り、下宿などの単身者及び会社などの独身寮の単身者を除いた一般世帯。
　　準世帯・・・普通世帯以外の世帯。

人口密度

※　人口及び世帯数は、平成17年までは確定値、平成22年は速報値。

表１　人口及び世帯数の推移（奈良県）

※　世帯数は、昭和50年までは普通世帯及び準世帯（ただし、昭和10年は普通世帯のみ）、
　昭和55年以降は一般世帯及び施設等の世帯の区分で集計。

調査年

人口 世帯数

総数
対前回比較 対前回比較

総数

1世帯
当たり
人員
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世 帯 数 人　口 世帯人員 増加数 増加率
世帯 人 人 人 人 ％ k㎡ 人/k㎡

県 計 523,280 1,399,978 2.68 1,421,310 -21,332 -1.5 3,691.09 379.3

奈 良 市 147,408 366,528 2.49 370,102 -3,574 -1.0 276.84 1,324.0

大 和 高 田 市 25,802 68,458 2.65 70,800 -2,342 -3.3 16.49 4,151.5

大 和 郡 山 市 33,129 88,792 2.68 91,672 -2,880 -3.1 42.68 2,080.4

天 理 市 25,435 69,125 2.72 71,152 -2,027 -2.8 86.37 800.3

橿 原 市 48,691 125,573 2.58 124,728 845 0.7 39.52 3,177.5

桜 井 市 21,398 60,146 2.81 61,130 -984 -1.6 98.92 608.0

五 條 市 11,746 34,449 2.93 37,375 -2,926 -7.8 292.05 118.0

御 所 市 10,580 30,293 2.86 32,273 -1,980 -6.1 60.58 500.0

生 駒 市 44,474 117,887 2.65 113,686 4,201 3.7 53.18 2,216.8

香 芝 市 26,123 75,214 2.88 70,998 4,216 5.9 24.23 3,104.2

葛 城 市 11,865 35,856 3.02 34,985 871 2.5 33.73 1,063.0

宇 陀 市 （ ※ 1 ） 11,526 34,233 2.97 37,183 -2,950 -7.9 247.62 138.2

【 市 部 計 】 418,177 1,106,554 2.65 1,116,084 -9,530 -0.9 1,272.21 869.8

山 添 村 1,203 4,109 3.42 4,595 -486 -10.6 66.56 61.7

《 山 辺 郡 計 》 1,203 4,109 3.42 4,595 -486 -10.6 66.56 61.7

平 群 町 7,087 19,712 2.78 20,286 -574 -2.8 23.90 824.8

三 郷 町 8,976 23,446 2.61 23,062 384 1.7 8.80 2,664.3

斑 鳩 町 10,193 27,731 2.72 27,816 -85 -0.3 14.27 1,943.3

安 堵 町 2,929 7,921 2.70 8,257 -336 -4.1 4.33 1,829.3

《 生 駒 郡 計 》 29,185 78,810 2.70 79,421 -611 -0.8 51.30 1,536.3

川 西 町 3,152 8,654 2.75 9,174 -520 -5.7 5.94 1,456.9

三 宅 町 2,632 7,441 2.83 7,764 -323 -4.2 4.07 1,828.3

田 原 本 町 10,945 32,087 2.93 33,029 -942 -2.9 21.10 1,520.7

《 磯 城 郡 計 》 16,729 48,182 2.88 49,967 -1,785 -3.6 31.11 1,548.8

曽 爾 村 675 1,896 2.81 2,193 -297 -13.5 47.84 39.6

御 杖 村 813 2,102 2.59 2,366 -264 -11.2 79.63 26.4

《 宇 陀 郡 計 》 1,488 3,998 2.69 4,559 -561 -12.3 127.47 31.4

高 取 町 2,437 7,650 3.14 7,914 -264 -3.3 25.77 296.9

明 日 香 村 1,798 5,871 3.27 6,343 -472 -7.4 24.08 243.8

《 高 市 郡 計 》 4,235 13,521 3.19 14,257 -736 -5.2 49.85 271.2

上 牧 町 8,368 23,701 2.83 24,953 -1,252 -5.0 6.14 3,860.1

王 寺 町 8,718 22,164 2.54 22,751 -587 -2.6 7.00 3,166.3

広 陵 町 10,526 33,055 3.14 32,810 245 0.7 16.33 2,024.2

河 合 町 6,656 18,499 2.78 19,446 -947 -4.9 8.27 2,236.9

《 北 葛 城 郡 計 》 34,268 97,419 2.84 99,960 -2,541 -2.5 37.74 2,581.3

吉 野 町 3,167 8,636 2.73 9,984 -1,348 -13.5 95.65 90.3

大 淀 町 6,605 19,173 2.90 20,070 -897 -4.5 38.06 503.8

下 市 町 2,436 7,022 2.88 7,737 -715 -9.2 62.01 113.2

黒 滝 村 357 841 2.36 1,076 -235 -21.8 47.71 17.6

天 川 村 711 1,571 2.21 1,800 -229 -12.7 175.70 8.9

野 迫 川 村 249 522 2.10 743 -221 -29.7 155.03 3.4

十 津 川 村 1,829 4,112 2.25 4,390 -278 -6.3 672.35 6.1

下 北 山 村 559 1,039 1.86 1,212 -173 -14.3 133.53 7.8

上 北 山 村 361 683 1.89 802 -119 -14.8 274.05 2.5

川 上 村 786 1,642 2.09 2,045 -403 -19.7 269.16 6.1

東 吉 野 村 935 2,144 2.29 2,608 -464 -17.8 131.60 16.3

《 吉 野 郡 計 》 17,995 47,385 2.63 52,467 -5,082 -9.7 2,054.85 23.1

【 郡 部 計 】 105,103 293,424 2.79 305,226 -11,802 -3.9 2,418.88 121.3

平成22年国勢調査

※1　宇陀市の平成17年国勢調査人口については、大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村の合併後の数値で計算している。
※2　面積は、国土地理院が公表した平成22年10月1日現在の「全国都道府県市区町村別面積調」による。

表２　平成22年国勢調査（要計表）による世帯数及び人口等（速報値）

人口密度
17～22年の人口増減平成17年

国勢調査人口
面積

（※2）
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【参考】

平成２２年国勢調査の概要

１ 目 的

統計法（平成19年法律第53号）第５条第２項の規定に基づいて、国内の人及び世帯

の実態を把握するとともに、各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目的として実

施するもので、国の最も基本的な統計調査である。

大正９年以来５年ごとに実施されており、今回の調査はその19回目で、10年ごとに

実施される大規模調査に当たる。

２ 調査期日

平成２２年１０月１日（金）午前零時現在

３ 調査対象

我が国に常住するすべての人(外国人を含む。)

ただし、外国政府の外交使節団・領事機関の構成員等及び外国軍隊の軍人・軍属並び

にこれらの家族を除く

４ 調査事項

【世帯員に関する事項】

男女の別、出生の年月、就業状態など１５項目

【世帯に関する事項】

世帯の種類、世帯員の数、住宅の建て方など５項目

５ 調査方法

調査員が調査票を世帯ごとに配布し、世帯が調査票を封筒に入れ、封をしたうえで調

査員に渡す方法か、市町村に調査票を郵送する方法のいずれかにより提出。

６ 調査の流れ

総務省―都道府県―市区町村―国勢調査指導員―国勢調査員―調査客体（世帯）


